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５ 都市施設 

（１）広域道路 

本市の広域道路網は、主要地方道等の県道で構成されており、県道の実延長は 41km

となっています。 

【【県県道道路路線線別別道道路路状状況況】】  

路線名 実延長(m) 舗装率(％) 

越 谷 野 田 線 790 100.0 

川 藤 野 田 線 3,504 100.0 

中 井 松 伏 線 5,114 100.0 

葛 飾 吉 川 松 伏 線 4,489 100.0 

三 郷 松 伏 線 9,511 100.0 

加 藤 平 沼 線 4,243 100.0 

越 谷 流 山 線 4,126 100.0 

三 郷 幸 手 自 転 車 道 9,237 100.0 

総    数 41,014 100.0 

資料：越谷県土整備事務所調べ（令和 3 年 4 月 1 日現在） 

（２）都市計画道路 

市内の都市計画道路は、17 路線、約 23.5 ㎞都市計画決定しており、令和 3年 3月時

点で、整備率は、73.8％となっています。 

（３）公共交通等 

本市では、ＪＲ武蔵野線が南部を横断しており、吉川駅と吉川美南駅が設置されてい

ます。また、鉄道駅を起点に路線バスが運行しています。 

（４）公園・緑地 

本市の公園・緑地は、県営吉川公園や永田公園、吉川沼辺公園等の大きな公園をはじ

め、197 か所、合計 56.58ha の公園・緑地があり、一人当たりの供用公園面積は 7.8 ㎡

となっています。 

【【都都市市公公園園のの整整備備状状況況】】  

分類 市街化区域 市街化調整区域 市内全体 

区 域 面 積 (ha) 749.0  2,417.0  3,166.0  

都 市 公 園 面 積 (ha) 33.1  23.4  56.5  

計 画 決 定 面 積 (ha) 10.2  22.6  32.8  

計 画 決 定 密 度 (％) 1.4  0.9  1.7  

供 用 面 積 (ha) 33.1  23.4  56.5  

区 域 内 人 口 (人) 60,620 12,394 73,014 

一人当たりの供用公園面積 (㎡/人) 5.5  18.9  7.8  

※県営吉川公園は供用面積で算出 

資料：道路公園課調べ（令和 3 年 4 月 1 日現在） 
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（５）上水道 

本市の上水道は、99.9％を超える高普及率となっています。 

（６）下水道 

本市の令和 2年度末現在の下水道普及率は 83.2％、水洗化率は 96.5％となっていま

す。下水道普及率と水洗化率は、ともに県平均を上回っています。（令和元年度末の県

平均下水道普及率 81.9％、県平均水洗化率（接続率）95.9％） 

また、市街化調整区域の八子新田及び鍋小路地区においては、農業集落排水事業によ

り汚水処理を行っています。 

【【吉吉川川市市のの下下水水道道】】  

年次 
人 口 

(人) 

処理区域面積

(ha) 

処理区域内人口

(人) 

水洗化人口

(人) 

下水道普及率

(％) 

水洗化率

(％) 

平成 28 年 71,179  659  58,239  55,488  81.8 95.3 

平成 29 年 71,781  659  58,930  56,294  82.1 95.5 

平成 30 年 72,450  659  59,687  57,169  82.4 95.7 

令和元年 72,877  659  60,274  57,905  82.7 96.1 

令和 2 年 73,014  659  60,528  58,305  82.9 96.3 

令和 3 年 73,217  659  60,921  58,759  83.2 96.5 

注）人口は住民基本台帳人口          資料：河川下水道課調べ（各年 3 月 31 日現在） 

 

６ 生活関連施設 

（１）文化施設・スポーツ施設 

本市の文化施設は、「市民交流センターおあしす」や 5か所の公民館等が立地してい

ます。また、市立図書館と 3か所の図書室が立地しています。スポーツ施設は、総合体

育館、プール、テニスコート、野球場等の施設が立地しています。 

（２）教育施設 

本市には、幼稚園 5 園、小学校 8 校、中学校 4 校、高等学校 1 校及び専門学校 1 校

が立地しています。 

（３）医療・福祉施設 

医療施設は、病院 2施設、診療所 37 施設が立地しています。 

保育施設は、公立 2か所、私立 20か所が立地しています。 

児童に係る施設は、児童厚生施設 1か所、地域子育て支援拠点 3か所、学童保育室 8

か所が立地しています。 

介護施設は、介護老人福祉施設 3施設、介護老人保健施設 1施設が立地しています。 

障がい者施設は、社会福祉法人 2施設等が立地しています。 

（４）歴史・文化的資産 

本市には、埼玉県指定文化財が 4 件、埼玉県選択無形民俗文化財が 1 件、その他に

吉川市指定文化財が 43件あります。  
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第２節 上位計画 

１ 県の上位計画 

計画名 
まちづくり埼玉プラン（平成 20 年 3 月策定：平成 30 年 3 月改訂） 

※県の都市計画の基本指針 

目標期間 改訂後 10年間を想定 

将来都市像 

「みどり輝く 生きがい創造都市」 ～暮らし続けるふるさと埼玉～ 

 ●暮らしやすく、ふるさととして愛着のもてる都市（まち） 

 ●誰もがいきいきと働いている元気な都市（まち） 

 ●地域の営みが未来につながる都市（まち） 

まちづくりの 

目標 

○コンパクトなまちの実現 

○地域の個性ある発展 

○都市と自然・田園との共生 

｢県南ゾーン｣の

主な取組 

○コンパクトなまちの実現 

・拠点性の高い駅を中心に医療・福祉・子育て支援・商業などの多様な

都市機能の集積を図ります。 

・中心市街地へのアクセス性を高めるなど、生活の利便性の向上を図り

ます。 

・市街化区域の拡大は、人口増加や企業誘致に伴う産業基盤づくりへの

対応など、必要最小限の範囲とします。 

○地域の個性ある発展 

・都市開発のポテンシャルを生かし、都市機能を集積し県の顔となるに

ぎわいあるまちづくりを進めます。 

・高速道路インターチェンジ周辺や主要幹線道路周辺などで産業基盤づ

くりを進め、雇用の場を確保し、地域の活力を高めます。 

○都市と自然・田園との共生 

・川を活用することにより「交流の場」や「憩いの場」を創ります。 

・身近な緑を保全・創出・活用します。 

 

計画名 
越谷都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

（平成 29 年 6 月 23 日都市計画決定） 

目標年次 令和 7年 

都市づくりの 

基本理念 

○コンパクトなまちの実現 

○地域の個性ある発展 

○都市と自然・田園との共生 

地域毎の 

市街地像 

【中心拠点】 

 越谷駅、新越谷駅、南越谷駅、吉川駅の周辺は、環境との調和に配慮

しながら、商業業務施設、公共施設、医療・福祉・子育て支援施設など

多様な都市機能を集積し、まちの顔となる拠点を形成する。 

【生活拠点】 

 蒲生駅、北越谷駅、大袋駅、せんげん台駅、越谷レイクタウン駅、吉

川美南駅の周辺、公共交通によるアクセスの利便性が高いゆめみ野周辺

は、商業施設、公共施設、医療・福祉・子育て支援施設などが充実した

地域生活を支える拠点を形成する。 

【産業拠点】 

 越谷流通業務団地や東埼玉テクノポリス工業団地は、産業を集積する

拠点を形成する。 
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２ 市の上位計画 

計画名 第 6次吉川市総合振興計画：基本構想（令和 3 年 12 月議決） 

計画期間 令和 4年度（2022 年度）～令和 13年度（2031 年度） 

将来人口 令和 13 年：77,000 人 

将来都市像 

 

「「幸幸せせつつななががるる  みみんんななののままちち  よよししかかわわ」」  

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの 

基本理念 

  

１１  幸幸福福実実感感をを高高めめるる  

まちづくりの最大の目標は、市民一人ひとりが幸せを実感できるこ

とです。誰一人取り残すことのない、笑顔あふれるまちづくりを進め

ます。 

  

２２  共共にに生生きき、、共共にに創創るる  

吉川市に関わるすべての人々が、お互いを認め合い、支え合う中

で、それぞれのアイデアや力を出し合いながら、共にまちづくりを進

めます。 

 

３３  誇誇れれるるままちちをを未未来来へへ  

先人たちが築いてきた歴史、文化、まちの特色を大切に磨き、さら

に新たな魅力を発見・創造し、まちの価値を高めるとともに、持続可

能なまちづくりを進めることにより、誇れるまちを未来へつなげてい

きます。 

 

まちづくりの 

目標 

  

１１  人人をを育育むむままちちづづくくりり（（ここどどもも・・学学びび部部門門））  

私たちは、「子どもから大人まで、いつまでも成長できるまち」をめざします。 

未来を担うすべての子どもや若者が、豊かな心や未来を切り拓く力を

身に付け、健やかに成長できるまちづくりをめざします。 

家庭・地域・学校・行政が一体となって、多様化する子育てニーズに

応える切れ目のない支援や子どもを育む環境づくりを進め、笑顔で子育

てできるまちづくりをめざします。 

豊かに学び続けることができる環境の充実や、文化芸術活動を通じた

様々な分野との連携により、生涯にわたり成長できるまちづくりをめざ

します。 

 

みどり豊かな自然が感じられる快適な住環境。 

活気ある地域産業と先人たちが築いてきた歴史や文化。 

人と人とが認め合い、支え合う、健康で笑顔あふれる暮らし。 

そこで生まれる幸せが家族や地域に広がり、共に世代を超えて

未来につなぐ。 

そうしたまちを、私たちはめざします。 
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２２  支支ええ合合うう健健ややかかななままちちづづくくりり（（健健康康・・福福祉祉部部門門））  

私たちは、「共に支え合い、健やかに暮らせるまち」をめざします。 

ライフステージや障がいの有無などに関わらず、住み慣れた地域で自

分らしく暮らし続けられるよう、地域で支え合う共生のまちづくりをめ

ざします。 

地域の様々な役割を担う関係者と行政との密接な連携や、保健・医療・

福祉の充実により、世帯が抱える様々な課題に包括的な対応ができるま

ちづくりをめざします。 

スポーツに親しむ機会や、心と身体の健康づくりなどを通じて、人と

人がつながり、心豊かで健やかに暮らせるまちづくりをめざします。 

 

３３  安安心心とと賑賑わわいいののままちちづづくくりり（（生生活活・・産産業業部部門門））  

私たちは、「安全で安心な、活気と魅力あふれるまち」をめざします。 

「自助・共助・公助」の力が最大限に発揮され、災害などに強く柔軟

な対応力を備えたまちづくりをめざします。 

市民・地域・行政・関係機関との連携によって、暮らしの安全を高め、

事故や犯罪などのない安心して暮らせるまちづくりをめざします。 

自分らしく安心して働ける環境づくりと、地域特性を活かした産業振

興により、地域の元気を創出し、活気と魅力あふれるまちづくりをめざ

します。 

 

４４  快快適適でで持持続続可可能能ななままちちづづくくりり（（都都市市・・環環境境部部門門））  

私たちは、「自然と共生する、快適で住みよいまち」をめざします。 

市民や団体、企業などがあらゆる活動の中で、環境に配慮した取組を

行うとともに、豊かな水と緑に恵まれた自然環境を保全し、自然と共生

した持続可能なまちづくりをめざします。 

計画的な土地利用と強靭な都市基盤の整備を進め、快適で安心して暮

らし続けられるまちづくりをめざします。 

多様化する移動のニーズを捉えながら、道路環境や交通ネットワーク

の充実を図り、安全で利便性の高いまちづくりをめざします。 

 

５５  パパーートトナナーーシシッッププにによよるるままちちづづくくりり（（パパーートトナナーーシシッッププ部部門門））  

私たちは、「多様性を認め合い、パートナーシップで共に創るまち」をめざします。 

性別、年齢、国籍、価値観などに関わらず、誰もが互いに多様性を認

め、支え合い、尊重されるまちづくりをめざします。 

市民、地域コミュニティ、ＮＰＯ、企業や行政など、吉川市に関わる

様々な人々が、対話と協力の中で共に創り上げる、パートナーシップに

よる開かれたまちづくりをめざします。 

市民などとの協働のもとに、多様化・複雑化する市民ニーズや、社会

経済情勢の変化を捉えながら、効果的かつ効率的な行政運営によるまち

づくりをめざします。 
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